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(54)【発明の名称】 内視鏡の観察窓洗浄装置

(57)【要約】
【課題】送気ノズルと送水ノズルのうちの一方が観察窓
から離れて配置された場合でも良好な観察窓洗浄能力を
得ることができる内視鏡の観察窓洗浄装置を提供するこ
と。
【解決手段】観察窓４から遠い方のノズル３に接続され
たチューブ１２の内径を観察窓４から近い方のノズル２
に接続されたチューブ１１の内径より大きくした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端に配置された観察窓の表面に
向けて送気ノズルと送水ノズルとが設けられ、上記送気
ノズルに接続された送気チューブと上記送水ノズルに接
続された送水チューブとが上記挿入部内に挿通配置され
た内視鏡の観察窓洗浄装置において、
上記観察窓から遠い方のノズルに接続されたチューブの
内径を上記観察窓から近い方のノズルに接続されたチュ
ーブの内径より大きくしたことを特徴とする内視鏡の観
察窓洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は観察窓の表面を水
と空気で洗浄するようにした内視鏡の観察窓洗浄装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の挿入部の先端に配置された観察
窓の表面に体内の粘液などが付着すると、良好な内視鏡
観察が困難になってしまう。
【０００３】そこで一般に、観察窓の表面に向けて設け
られた送気ノズルと送水ノズルに、挿入部内に挿通配置
された送気チューブと送水チューブが接続されており、
まず送水を行って観察窓表面から粘液を洗い流し、次い
で送気を行って、観察窓表面に付着した水滴を吹き飛ば
すようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】そのように構成された
内視鏡の観察窓洗浄装置において、各部材のレイアウト
上の都合等によって、送気ノズルと送水ノズルのうちの
一方が観察窓から離れて配置される場合があり、そのノ
ズルから観察窓の表面に吹きつけられる空気又は水の勢
いが弱くなって、十分な観察窓洗浄能力が得られない場
合がある。
【０００５】そこで本発明は、送気ノズルと送水ノズル
のうちの一方が観察窓から離れて配置された場合でも良
好な観察窓洗浄能力を得ることができる内視鏡の観察窓
洗浄装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の観察窓洗浄装置は、挿入部の先端
に配置された観察窓の表面に向けて送気ノズルと送水ノ
ズルとが設けられ、送気ノズルに接続された送気チュー
ブと送水ノズルに接続された送水チューブとが挿入部内
に挿通配置された内視鏡の観察窓洗浄装置において、観
察窓から遠い方のノズルに接続されたチューブの内径を
観察窓から近い方のノズルに接続されたチューブの内径
より大きくしたものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は内視鏡を示しており、操作部２０に基
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端が連結された挿入部１の先端には、図示されていない
観察窓の表面に向けて送気ノズル２と送水ノズル３が突
設されている。
【０００８】そして、挿入部１内に挿通配置された送気
チューブ１１が送気ノズル２に接続され、送水チューブ
１２が送水ノズル３に接続されており、観察窓の表面に
向けて空気と水を噴出させることができる。
【０００９】また、挿入部１の先端に開口する処置具挿
通チャンネル兼吸引管１４と副送水管１６が挿入部１内
に挿通配置されており、観察視野方向に向けられた副送
水管１６の先端開口１６ａからは、被写体に向けて水を
噴出させることができる。
【００１０】送気チューブ１１と送水チューブ１２の基
端は共に、操作部２０に配置された送気送水操作装置２
１に接続されており、送気送水操作装置２１を操作する
ことにより、送気ノズル２と送水ノズル３に対して選択
的に空気又は水を送出することができる。
【００１１】処置具挿通チャンネル兼吸引管１４の基端
は、操作部２０の下部に突設された処置具挿入口部１５
に接続されると共に、分岐されて吸引操作装置２２に接
続されており、吸引操作装置２２を操作することによ
り、処置具挿通チャンネル兼吸引管１４の先端から任意
に吸引を行うことができる。
【００１２】図２は、挿入部１の先端面１ａを示してお
り、観察窓４に隣接して照明窓５が配置され、送気ノズ
ル２より送水ノズル３の方が観察窓４から離れた位置に
配置されている。１４ａは処置具挿通チャンネル兼吸引
管１４の先端開口、１６ａは副送水管１６の先端開口で
ある。
【００１３】図１は、図２におけるＩ－Ｉ断面を示して
おり、観察窓４の内側には対物光学系４１が配置され、
その対物光学系４１による被写体の結像位置に固体撮像
素子４２の撮像面（又はイメージガイドファイバの入射
端面）が配置されていて、内視鏡観察画像が電子信号と
して送出される。
【００１４】送気ノズル２と送水ノズル３は、噴出口２
ａ，３ａを観察窓４の表面に向けて挿入部１の先端面か
ら突出して配置されている。そして、挿入部１内に挿通
配置された送気チューブ１１と送水チューブ１２の先端
が送気ノズル２と送水ノズル３の基部に連通接続されて
おり、送気送水操作装置２１を操作することによって、
噴出口２ａ，３ａから観察窓４の表面に向けて空気と水
を任意に噴出させることができる。
【００１５】送気チューブ１１と送水チューブ１２は、
共にポリエチレン樹脂チューブ又は四フッ化エチレン樹
脂チューブ等の可撓性チューブによって形成されている
が、送気ノズル２に比べて観察窓４から遠い送水ノズル
３に接続された送水チューブ１２の方が、送気チューブ
１１より大きな内径に形成されている。
【００１６】その差の程度は、観察窓４からの距離の差
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に応じて決めればよいが、例えば、送気チューブ１１の
内径が１．２ｍｍであるのに対して、送水チューブ１２
の内径が１．４ｍｍである。
【００１７】そのように構成することにより、観察窓４
から離れた位置にある送水ノズル３からも、観察窓４の
表面を洗浄するのに十分な流量の水を噴出させることが
できる。
【００１８】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば、観察窓４に対して送気ノズル２の
方が送水ノズル３より離れた位置に配置されている場合
には、送気チューブ１１の内径を送水チューブ１２の内
径より大きく形成すればよい。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、観察窓から遠い方のノ
ズルに接続されたチューブの内径を観察窓から近い方の
ノズルに接続されたチューブの内径より大きくしたこと
により、送気ノズルと送水ノズルのうちの一方が観察窓
から離れて配置されていても観察窓の表面を洗浄するの*
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*に十分な流量の空気と水を噴出させることができ、観察
窓の表面を常に良好な状態に洗浄して鮮明な内視鏡観察
像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の図２におけるＩ－Ｉ断面図で
ある。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の挿入部の正面図であ
る。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の配管図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  送気ノズル
２ａ  噴出口
３  送水ノズル
３ａ  噴出口
４  観察窓
１１  送気チューブ
１２  送水チューブ

【図１】 【図２】
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